水野仙子「娘」考察　－永代美知代「一銭銅貨」との比較を中心に－ by 相澤, 芳亮
- 14 - 
 
  
 
 
 
水
野
仙
子
「
娘
」
考
察
 
 
 
 
 
 
 
 
 
― 永
代
美
知
代
「
一
銭
銅
貨
」
と
の
比
較
を
中
心
に ―
 
相
澤
 
芳
亮
 
 
  
一
.は
じ
め
に
 
  
一九一〇（明治四三）年、中央公論社の雑誌『中央公論』二十五
年十二号特集「女流作家小説拾篇」に、水野仙子は「娘」を発表した。同特集において、他にも永代美知代、小金井喜美子、森しげ、長谷川時雨、岡田八千代 尾島菊子、野上弥生子、小栗壽 が作品を発表している。
( 
1)特集の作家十名がどのような基準で選ばれたのか、雑誌自体
が確認できないため現在はわかっていない。
( 
2) 
 
本稿では、永代美知代が同特集で発表した作品「一銭銅貨」と、
水野仙子の「娘」に見られる共通の
テーマとして「少女の結婚」を
設定し、同じ作家
(のもとで学んだ両作者の結婚に対する考え方など
を作品から比較、考察してゆく。考察してゆく最初の段階として、今回は水野仙子の作品 を中心に取り上げ、裁縫塾に通う少女たちの「結婚」から、水野仙子の結婚に対する考え方を考察してゆきたいと思う。
 
二. 『
娘
』
執
筆
ま
で
の
概
略 
  
水野仙子は一八八八（明治二十一）年十二月三日、福島県岩瀬郡須賀
川町 （現在の福島県須賀川市） の商家 （屋号 「釜屋」 ） を営む父・真太郎
な
お
た
ろ
うと
母・セイの三女として生まれ、兄弟には長男躬治
もとはる
（十三歳） 、長女セツ（
十一歳） 、次女ケサ（四歳）がいる。生家は燈油や石油の卸業、反物呉服の雑貨商を営む裕福な須賀川商人の旧家であり、真太郎も商いより好きな上り絵を描いたり句作に励み、時には自作の薬を人々に分け与えるなど好きな暮らし方をし、 子供達にも自由で好きな道 選択させたと う。
 
兄の躬治は国学院大学教授であり、跡見女学校などでも教えた。俳人
・歌人・国文学者と て有名
( 
3)であり、雑誌「少女界」の選者を務めた、
一八九三（明治二十六）年、落合直文のあさ香社の結成に参加する。次姉のケサは、須賀川高等小学校卒業後に付属裁縫専修科を出たが、日々裁縫ばかりしている自分に疑問 抱き、躬治 影響を受けて文学の道を志し上京する。与謝野鉄幹や晶子が
主宰する「明星」や、河合醉茗の「
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女子文壇」に投書するなど、早熟な文才と情熱に目を見張るものがあったと言われる。しかし両親や姉、兄嫁の看病に当たるうちに医師になることを決意し、二十一歳の時に東京女医学校（現在の東京女子医科医大学）に入学、医師免許を得る。免許を得た後、ケサは三井慈善病院（現、三井記念病院）で三上千代と出会い、後にコンウォール・リーが設けた聖バルナバ医院でハンセン病患者の救助 人生を捧げた。
 
 
水野仙子は一八九五（明治三十八）年七歳の時に須賀川尋常高等小学
校へ入学、一九〇三（明治三十六）年十五歳の時、最優秀の成績で卒業をすると、次姉のケサと同じ裁縫専修学校へ入学した。その一年後に『娘』の舞台となる裁縫女塾へと通った。この頃 ら兄・躬治の影響で文学への関心が高まり 躬治が選者 していた『少女界』に「服部貞子」として短歌や新体詩 小文を投稿して入選をす また、躬治・ケサとともに「服部三兄弟」としても名 知れていたという。 『少女界』へ 投稿をきっかけに、白石初子（お粂 モデル）や今井邦子（山田邦子） 邦子の姉の花子との文通が始まり、二十一歳で家出同然で花袋 もとへ上京するまでが仙子の修業時代であると言われている。
 
 
一九〇五（明治三十八）年に雑誌『女子文壇』が創刊されると、仙子
をはじめとした投稿仲間は『少女界』 の投書を辞め、 『女子文壇』へ投稿の場を代えて行った。
( 
4)また、一九〇八（明治四十一）年二十歳の
頃には、 『女子文壇』七月号 ら山田邦子と共に寄稿家として作品掲載が保障されるようになり、翌一九〇九（明治四十二）年に長姉セツをモデルとした著作「徒労」
( 
5)が『文章世界』で田山花袋の激賞を受け、天賞
を受賞した。同年十一月には結婚生活が破綻した岡田美知代 共に、代々木初台六〇七の借家で共同生活を開始、
( 
6)四月に美知代との共同生活
が解消された後は十月まで今井邦子と同居生活をしており、その後、兄躬治宅などを転々としながら、十二月に『中央公論』の特集「女流作家拾篇」に「娘」を発表した。
 
 
三. 水
野
仙
子
と
田
山
花
袋
、
永
代
美
知
代
、
三
者
の
関
係 
 
前述したように、水野仙子が田山花袋を訪ねたのは、一九〇九（明治
四二）年、四月の事だった。その頃、美知代は花袋のもとをすでに離れており、永代静雄との間に娘の千鶴子が産れていた。水野仙子の正式な上京の日付は定かではないが、その様子は花袋の作品「縁」にも描かれている。また 『水野仙子集』に花袋は「お貞さんの集の前に」 題した前書きを寄せており、上京当時 様子や弟子入りしていた時の様子を次のように書き綴っている。
 
  
お貞さんが始めて私の家に來た時のことを考へると、遠い、遠い昔
 
のやうな氣がする。夢の中のシインか何ぞのやうな氣がする。田舎か
 
ら出たばかりの娘、そのしめてゐたメリンスの帯の赤いのが、今でも
 
はつきりと私の眼の前にある。そ 時、お貞さんは二十二であつた
 
そしてその時、既に『徒労』だの、 『暗い家』だの 作があつたのであ
 
つた。この集に載せてある『四十餘日』が、私の家に來てから一月も
 
経たない中に出來たのを見ても、いかにすぐれた才と質とを持つてゐ
 
るかがわかる。
 
 
美知代とも交流はあり、十一月ごろに静雄との結婚生活が破綻
( 
8)し、
花袋のもとに千鶴子とともに戻った美知代は、初台で仙子と共同生活を
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しながら子育てをし、旅行に出掛けたりなどもしている。
( 
9) 
 
四. 「
娘
」
登
場
人
物
の
概
要 
  
水野仙子の「娘」は、針子塾に通う少女達の結婚話が随所に見られ、
それに振り回される当時の女性の姿
が鮮明に書き表された作品である。
また、水野仙子と交流のあった今井邦子（旧姓：山田邦子）も自著「水野仙子さんの思ひ出」
( 
7)の中で、 「娘」について次のように語っている。
 
  
 
お貞さんの前期の作で最も優れた作といへば私は「娘」であると信
 
じてゐる。これはお貞さんとしての傑作であるばかりでなく、あの時
 
代―卽ち明治四十年代にかかつて地方の娘時代を經驗した乙女の愛す
 
べき作であつて、其渾然と仕上げら
れた「娘」といふものの理窟なく
 
匂はしく愛すべきものであるところの雰圍氣を克明に描寫しよく傳へ
 
てゐて、私はお貞さんの諸作のなかでも此「娘」を一番愛讀し感心し
 
た一人であつた。
 
（明治文學全集８２「明治女流文學集（二） 」 （筑摩書房一九六七）所
 
収四〇二頁より）
 
  
「娘」には多くの少女が登場し、そ
れぞれが個性的な家庭環境のもと
育ってきたことが作中からうかがえる。
 
・師匠…お針の師匠。発音は土地の者のように濁ってはおらず、染め
ているのか黒々とした髪を小型な丸髷に結っている。裁縫塾で生計を立てている訳ではないので座敷いっぱいになるような弟子も取らず 多い
時で日々六・七人程度の娘たちを預かり、中には素持ち家などから扶持ちで見習い寄宿している娘などがいる。少々角がかってはいるが顔の色は艶々としている。少し猫背気味だが、きちんとした着物の着方は一目で子供がいないことがわかる。
 
・お粂…Ｓ町から三里ばかり離れたＫ町の商家に住む十七歳の少女。
「少女界」を通じて知り合った弥生と親しい。お粂は祖父母の容姿の子で、母親は夫が死ん から生家に帰っており一年志願の少尉の許嫁がいる。一人娘でお祖母さん育ちだった め、自由に振る舞い我儘一杯に育てられてきた。
 
・弥生…本名、多田弥生。お粂と同じ十七歳の少女。物を考えたり、
ボーっとす 時に小八ツ口に両手を入れ乳を押さえ のが癖である。町の旧家の娘であり、父親は医者。八人と言う沢山な兄弟が 、三人までは東京に出てい が思ったような成功 していない
 
他の娘達とは違い、結婚に対する思いよりも東京に憬れており、 だ
母親になるよりも、違う生活が東京に行くことで自分にあ ような気がしており、上京することが定められ 運命のように思っ る。
 
・お節つあん…本名、竹内節子二十歳。造り酒屋の娘で、方々の家
ら見合いなどの話がある。 夏休みには甥や伯母の子など親類の者が集い、居たいだけ遊んでいく。師匠が仲立ちしたり見合い 席を設けたりしたこともあったが、お節つあん自身が逃げ出したり両 の頑 な態度に張り合いを感じなくなった と、よい感情を抱か はいない。お島と一体か 思うほど何をする も離れず、お島さんの心は自分 心、自分の心はお島さんの心と信じていた。 お島さんが裁縫塾に来なくなると、自ずと足も遠くなって った弥生が上京してから二年後 大きな榖屋に
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嫁ぎ、Ｓ町を後にしている。
 
・お島さん…本名、西村島子二十二
歲
。実家は女郎屋を営んでいる。
器量や品もよく、嫁ぐのなら申し分ないのだがなかなか縁が遠く、母親も気を揉んでいる。女郎屋の婿にく 男にお島さんが気に入るような人はおらず、仲の良いお節つあんに悲観めいたことを言っていた。縁談はお島さんに少しも知らせず 本人が知 ぬ間に決まり三日にわたり行われた。
 
 
・お鳥さん…お島さんと同じ二十二歳。師匠夫婦の息子、義雄さ
んと結婚しており、お粂の中では裁縫塾の中で一人特別な位置 いる。秋の彼岸過ぎ頃から、お腹が目立つようになり子供が生まれてからはより一段高い位置へと言ったように感じるようになる。赤子が少しでも声を立てて泣き出せば一番に富んでい は師匠であり、お鳥さんは乳母のような立場にいることが珍しくなかった。
 
 
・お信ちゃん…本名、吉田信子十七歳。弥生やお粂と同年齢の少
女。糸谷の娘で、何事もお島さんと 節つあん 二人がな ようにしてついていく。お島さんが裁縫塾に来なくなる 弥生と共に頭株となる。家の糸屋では手が無い で養子をもらい 家に置く。
 
 
五
. 「
娘
」
と
「
一
銭
銅
貨
」
の
比
較
 
  
「娘」と「一銭銅貨」は、雑誌『中央公論』二十五年十二号の特
集『女流作家小説拾篇』に同時期に発表されており、少女の「結婚」というテーマを読み取ることが出来ると考えら ここ 両作品の概略を先に述べておく。
 
 
永代美知代「一銭銅貨」
 
「一銭銅貨」は、数え歳１１歳の少女に手を焼いてる母と伯母、
その伯母の娘の縁談話を軸に展開される物語で、花袋の妻とその姉であろうと思われる女性たちが描かれています。また、生き生きとした少女の会話や様子から、子どもと大人の間に差し掛かった時期の少女を描いた美知代の力作です。
 
（ 「広島県府中市上下歴史文化資料館企画 「岡田美知代の文学」配布資料及び展示パネル」より一部抜粋 傍線・論者による）
 
 
水野仙子「娘」
 
 
嫁入り前の花嫁修業を兼ねて裁縫学校（塾）に寄宿する娘たちの
暮らしぶりを肌理細やかな筆致で描き、明治末期、地方に生活する中流家庭の娘たちの青春群像を描いた水野仙子 文壇デビュー作。大方は結婚して塾を巣立ち、各々異なっ 人生を歩んでいく娘を描くなかで、雑誌「少女界」の誌友多田弥生 紹介で入塾した裕福な商家の跡取り娘お粂と、地元の医者の娘で東京での自己実現を夢見る同年齢 弥生との友情に焦点をあて、物語の最後に彼女たちの人生の〝分かれ道〟を描い いるところが圧巻である。
 
（ 「
[ 新編
] 日本女性文学全集３」 （菁柿堂
 二〇一一）解説
 
五三五頁
より）
 
また、水野仙子と交流のあった今井邦子は、有島武郎の「水野仙
子氏の作品について」を引用し、それに同意している。
 
「一銭銅貨」では伯母の娘・芳に縁談話が持ち上がっていること
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が、文中からうかがえる。明治時代、少女小説の中に【転落する「少女」 】 （階級の変化）を扱った作品が見られると渡部周子は『 「 〈 女〉像の誕生」 』 （新泉社
 
二〇〇七）の中で述べており、渡部は【家計
の支持者の死や病気といった事態による、階層の下降の可能性をつねにはらんでいた】とし、少女雑誌に掲載された諸作品から【少女もこの危機と無縁ではいられない】としている。芳と伯母の家庭は支持者であった夫が戦 したこ で、恩給と内職による賃金で生活している。それにより、家庭状況が袖子・母の家庭に比べ脆弱であると考えられ、芳を嫁に出すことにより 家庭の収入を安定させようとする伯母の姿が「一銭銅貨」に 描か て る。そこには 当事者である芳の意志はあまり反映されず 「現状の家庭環境からの脱却」と親（伯母）の「上昇欲」
( 
10)が優先されていると言えるだろう。
 
「娘」は「一銭銅貨」と同様に、裁縫塾に通う娘たちの縁談話の
描写や、結婚の様子が一人々描かれている。
 
「娘」では日露戦争半ばに負傷し、帰還する裁縫塾 息子・義雄の描写はあるが、直接未亡人が登場する場面は見当たらな 。むしろ「一銭銅貨」と同様に子供（娘たち が結婚の 道具」として描かれつつも、裁縫塾にいるこ は、 「娘」から「婦人 なるための準備期間であると言え だろう。また同時 裁縫塾の中で、娘 しての「猶予期間」を延ばしているとも考えられないだろうか。
( 
11) 
「一銭銅貨」が 少女期に見られ セクシャリティ 変化」を美知代なりに書き表した作品だとす ならば、 「娘」は水野仙子の周囲で起きた 従来の生き方を受け入れた娘」と、 「従来の生き方を拒んだ娘」の姿を書き現した作品なのではないだろうか。
 
 
六. お
わ
り
に 
 
「娘」は登場人物の一人である「お粂」と「弥生」を中心に話が展開
されると同時に、同時期に裁縫塾に通っていた少女たちの結婚が展開されていく作品である。
 
先述したように、明治四十三年十二月の「中央公論」の『女流作家小
説拾篇』に掲載された作品であり、また、有島武郞や今井邦子が語るように、水野仙子の「自分の實生活を核心にしてその周圍を實着に―年若き女性の殉情的傾向なしではなく―描寫」し 作品であると言えるだろう。さら 今井邦子は「娘」について
 
 
「娘」といふ作は、作者自身が地方商家の善良な娘であつて、明治
 
三十七八年頃の堅實なる地方町家に人となり青春の時代をやや目覺め
 
はじめた女性として生甲斐ある生き方をしたいと考へながら、まだ時
 
代の若いのと社會の若い娘に課する自然の束縛を
脫
し得ないで苦しみ
 
羽ばたきする、其時代の娘たちのあがき
・
・
・
を浮薄な氣持を少しも加へな
 
いでガツチリと書き現はされたよ 作だと思ふ。
 
  
と述べていることから、当時の水野仙子の周囲にいた年頃 娘たちの
様子が書き現された作品であるのではないだろ か。
( 
12)それと同時に、
「如何にも年頃を今すぎやうとしてゐる娘たちの時代を、何の説明によく書いて」おり、 「其時代婦人の自覺が社會的に警鐘を鳴らし、女性
- 19 - 
 
の次の時代へ進もうとして精神的に苦しみ惱んだ時代」 を生きた女性を、水野仙子の周囲の人物を中心に描いた作品であると言えるだろう。
 
水野仙子の作品の中には医療に関する話や実姉に関する話が数篇含ま
れている。ハンセン病と戦う次姉のケサや三上千代などから当時の医療現場の様子を聞いたりしていたのかもしれな 。また、花袋が激賞した「徒労」は長姉である ツの事を、実際にみた仙子が描いた作品であるとされている。こうして考えると、水野仙子 作品は常 自身の周囲、あるいは自身に起きた出来事に焦点をあて続け、自身が体験し 日常を書き続けたように思える。
 
 注
 
（１）
 
『女流作家小説拾篇』に掲載された作家、作品名は次のとおりである。
 
 
娘 … 水野仙子「
[ 新編
] 日本女性文学全集３」 （菁柿堂
 二〇一一）
 
借家
 … 小金井喜美子（未確認）
 
おそろひ
 … 森しげ子「
[ 新編
] 日本女性文学全集３」 （菁柿堂
 二〇一一）
 
冬のくるころ
 … 長谷川時雨（未確認）
 
繪の具箱
 … 岡田八千代「明治文學全集８２「明治女流文學集（二） 」
 
（筑摩書房
 
一九六七）
 
赤坂
 … 尾島菊子「
[ 新編
] 日本女性文学全集３」 （菁柿堂
 二〇一一）
 
一銭銅貨
 … 永代美知代「
[ 新編
] 日本女性文学全集３」 （菁柿堂
 二〇一一）
 
人形
 … 野上彌生子（未確認）
 
多事
 … 小栗籌子「
[ 新編
] 日本女性文学全集３」 （菁柿堂
 二〇一一）
 
（２）本稿では中央公論社の総目次一覧で、同特集を確認した。
 
（３）明治、大正時代の歌人。
, 新派和歌運動に活躍し、大正期には歌壇から遠
 
ざかる。歌集「迦具土」を執筆。
 
（４） 「少女世界」から「女子文壇」へ移った経緯について、今井邦子は次のよ
 
うに記している。
 
 
 
  
 
 
 
 
私たちは誰がはじめたともなく其新しい雜誌少女界の投書をやめてし
 
まつた。そして自然に移つていつた其時代唯一の婦人文藝雜誌であつた
 
女子文壇といふのは明治三十八年一月から發行されたものであるが、主
 
宰者として詩人河井醉茗氏が居り、其詩壇を擔當して居つた。 （中略）小
 
説も募集され ゐるし詩歌はもとよ 評論、隨筆すべて文學に關して親
 
切な指導をしてゐた明 い快い文學的の雜誌であつた。
 
（ 「明治文學全集８２
「明治女流文學集（二）
」 （筑摩書房一九六七）四〇
 
〇頁下段三行～十行）
 
（５）実姉であるセツの異常妊娠の分娩の様子を克明に描いた作品。今井邦子
 
は「女と妊娠の問題を深刻に大膽に觀察描寫した作】で【お貞さんの心
 
にある女としての重大な問題」 語る反面、こ 作で一般文壇的にも水
 
野仙子の名前が女流作家として許すようになったと語っている。
 
（６）美知代との共同生活については永代美知代著『ある女の手紙』 詳しく
 
書かれている。また、今井邦子も『水野仙子さんの思ひ出』で仙子と美
 
知代の共同生活 ついて触れ いる。
 
 
 
  
 
 
 
（前略）お貞さんは其頃永代美知代さんといふ婦人と代々木初臺の小さ
 
い家に共同で自炊生活をしてゐたが、此「お波」の原稿料をもつて二人は
 
福島縣飯坂溫泉に出かけた。勿論滞在中の諸費は永代さんの郷里の實家の
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方から送られて來たのだが、ここに
二人は二箇月ばかり保養してゐた。
 
（ 「明治文學全集８２
「明治女流文學集（二）
」 （筑摩書房一九六七）四〇二
 
頁上段四行～七行）
 
（７）昭和十八年三月「明日香」第八巻第三號、昭和二十二年八月『日本女流
 
文學評論』中世・近世所収（本稿では「明治文學全集８２
「明治女流文學
 
集（二）
」 （筑摩書房一九六七）に所収されて居たものを引用）
 
（８）伊藤整『日本文壇史１４
 反自然主義の人たち』 （講談社、一九九七）に
 
詳しいが、他の資料と比較した際、細かな所に疑問が残る。
 
（９）水野仙子と美知代の共同生活について、今井邦子は『水野仙子さんの思
 
ひ出』の中でつぎのように触れている。
 
 
 
 
 
（前略）お貞さんは其頃永代美知代さんといふ婦人と代々木初臺の小
 
さい家に共同で自炊生活をしてゐたが、此「お波」の原稿料をもつて二
 
人は福島縣飯坂溫泉に出かけた。勿論
滞在中の諸費は永代さんの郷里の
 
實家の方から送られて來たのだが、ここ 二人は二箇月ばかり保養して
 
ゐた。 （ 「明治文學全集８２
「明治女流文學集（二）
」 （筑摩書房一九六七）
 
四〇二頁上段四行～七行）
 
また伊藤整『日本文壇史１４』では
、この旅行について次のように書か
 
れている。
 
 
 
 
 
その年の二月頃に、美知代は神経衰弱君であったし、仙子も用があっ
 
たので、二人は千鶴子を連れて仙子の郷里須賀川に行き そ 近くの飯
 
坂温泉に一カ月ほど滞在した。そして二月に入ってから、ある寒い晩に
 
二人は羽生の建福寺にやって来 （中略）一月ほどそ 寺に暮らしてか
 
ら、 の女は、子供を置いてゆく工夫をした。ある朝、千鶴子を玉茗
 
の細君があやかしているうちに、二人は呼んでお た俥に乗り、こっそ
 
りと寺から立ち去った。 （ 『日本文壇史１４
 
二四九、二五〇頁』 ）
 
（
10）ここでいう上昇欲とは、嫁いだ先の将来的な収入状況、伯母と芳の将来的な家庭
 
の安定をさし使用した。それをうかがわせる部分を永代美知代「一銭銅貨」の中か
 
ら引用しておく。
 
 
 
 
  「芳の縁談かい？」
 
「えゝ。 」
 
「月給もかなりだしね、それに会社だから年二季の賞与を入れると、悪くない話な
 
んだがね、どうも私気が進まないのさ。 」
 
「何故？」
 
「良人で軍人だつて故為か、どうも桐田さんの口が好いやうな気がしてね。 」
 
「桐田さんの口つてのは少尉でせう。
 
「少尉だつてお前、まだ学校を出たばつか だもの、段々昇進して行くわね。 」
 
（傍線部は論者による）
 
（
11）従来の結婚の姿を、本田和子は『女学生の系譜
 彩色される明治（増補版） 』の中
 
で【童女から人妻へと単純に直結させられていた女たちの人生】と述べ、女学校に
 
通う数年間を 猶予期間」としている。水野仙子は須賀川尋常小学校を卒業後、高
 
等女学校ではなく地元の裁縫女塾へ通っており、本稿ではその期間を「猶予期間」
 
として定め、論じた。
 
（
12）同著の中で、今井邦子は須賀川町の娘たちについて、次のように記している。
 
  
 
 
 
（前略）さうした須賀川町の堅氣な商人の年頃の娘たちが小學校を卒業すると、
 
學校いふのではなく、無理に頼んで入れてもらつたといふやうな、堅實な裁縫所
 
に集つてくる、 娘たちはふろしき包のなかに時々三越タイムスなどをしのばせて、
 
- 21 - 
 
矢張り娘らしいあくがれを持つて遠い東都の文化に思ひを寄せつつおけいこ通
 
ひをしてゐる。 さういふ女塾に時折は息子の嫁をさがしに商家の母親など出入す
 
る事があつた。 （後略）
 
  
（あいざわ
 
よしあき・博士課程一年）
 
 
